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は じ め に
イタリア語の散文が沈滞した15世紀が過ぎて16世紀に入ると，ノヴェッ
ラというジャンルは活気を取り戻し，質量ともに重要な作品が次々と誕生
する。ここで私は，近年までイタリア本国においてさえその全貌を知られ
ることがなかった不運な一ノヴェッラ作家の作品を紹介しておくことにす
る。すでに私は14世紀のノヴェッラを論じた際，セルカンビやセルミーニ
という後世において酷評されたり忌避された作家がどれほど内容豊かな作
家であるかを見て来たが1)，同様にフォルティーニがこれまであまり知ら
れなかったという事実も，決して彼の作品に価値がないことを意味しない。
私は以下の本論でまずフォルティーニの最初のノヴェッラ集『初心者たち
のノヴェッラの日々』の輪郭と全49篇の粗筋とを紹介し，次の論文でその
続編『初心者たちの愉快な夜』の輪郭と全36篇の粗筋とを紹介する。そし
て最後にそれらの資料に基づいてこの作家の特質を論じておきたい。本論
で用いるテキストは，ローマのサレルノ書店から刊行された I Novellieri
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Italiani叢書の Volume 281, T.I-II, Pietro Fortini : Le Giornate delle Novelle dei
Novizi (a cura di Adriana Mauriello), Salerno Editrice, Roma 1988である。
第一章 作者の略歴と作品の構成
この作品の作者ピエトロ・フォルティーニは，生前でもあまり世に知ら
れることなく，その経歴も空白が多い。再論する際にもう少しくわしく記
すことにして，本論ではごく基本的な事実だけを記すに止める。ピエトロ
は父ロレンツォ・フォルティーノと母エウフラジアの子供として，二人が
結婚した1496年９月15日以後に出生した。正確な生年月日は不明であるが，
少なくとも兄弟は四人以上いたらしい。40歳代，50歳代は紙の製造にたず
さわったと記され，当時は文房具屋を兼ねていた薬屋として紙の販売にた
ずさわったセルカンビの場合と類似している。市内の自宅の他に市の郊外
に二つも地所つまり農園を所有していたので，かなり富裕な市民だったら
しい。市政にも加わり1552年と1559年には領域部のバティニャーノとマン
チャーノの代官職を務め，1535年と1545年にはカモッリア区サン・ヴィチ
ェンツォ教区の旗手という名誉職にもついている。最初の妻と死に別れて
再婚しているが，子宝には恵まれなかったようだ。周知のごとく1552年か
ら始まったコジモ一世によるシエナ侵攻は，ピエトロの生涯にも暗い影を
投げかけた。その反スペイン主義のために告発され田舎に引きこもったこ
ともあるらしいが，コジモ一世への書簡も残る。1562年１月24日に死去し
た2)。
この作品は明らかに『デカメロン』の影響を受けて高度に発達した額縁
を有している。イタリア・ノヴェッラ額縁の発展過程について，私は一度
『イタリア学会誌』で論じたことがある3)。そこで私はシエナのノヴェッ
ラ作家の草分け的存在，ジェンティーレ・セルミーニの一見なげやりな序
文が，実はフィレンツェの作家ボッカッチョに対する対抗意識のあらわれ
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ではないかと論じたが4)，15世紀前半のシエナの市民としては当然のこだ
わりだったはずである。それに反してフォルティーニは，ボッカッチョを
素直に模倣しているが，そのノヴェッラの中ではシエナ人はあくまでフィ
レンツェ人に対して旺盛な対抗意識を保ち，たとえばシエナ人の若者はフ
ィレンツェ市民をだまし，彼らが連れて来た美しい夫人たちを誘惑して関
係する5)。16世紀半ば過ぎに活動したフォルティーニは，セルミーニと違
ってフィレンツェ人の業績を無視したり拒否する代わりに，それを自分た
ちのために利用することができたらしい。おそらくそうした変化は，この
時代のシエナ人にスペイン人とナポリ人という直接的な抑圧者が存在し，
一方フィレンツェ人も，シエナ人とともにメディチ家の一員とはいえ実質
外国人であるコジモ一世の支配下にあったので，フォルティーニがセルミ
ーニよりも余裕を持ってフィレンツェ文化と対処できる状態にあったこと
と，それが書かれてから二世紀を経て，すでに印刷術によって広く普及し
ていた『デカメロン』を，フォルティーニ自身が愛読していたという事実
によるものであろう6)。前置きはこの程度にして，作品全体の構成を概観
すると以下のとおりである。
まずこの時代のノヴェッラ集の典型的な形式に従って,「高貴にして貞
潔なるマドンナ・ファウスティーナ・ブラッチョーニ・ア・チェッロネ」
なる婦人への献辞が冒頭に置かれているが，この婦人については何の情報
も残されていない。ただ1512年８月１日にヴェットーリオ・ブラッチョー
ニの娘ファウスティーナ・ルクレツィアという女の子が洗礼を受けた記録
があるので，同一人物かも知れない7)。内容は別荘にいる高貴な既婚女性
に対する献辞だが,「私が採用したノヴェッラ風の書き方に怒らないで下
さい。それは低級で無力な能力が引き起こしたもので……（p.４)」さら
に「非難に価する女性がいて，気を悪くされたらごめんなさい。そのこと
は貴女にはそうした欠点がなくて，永遠の称賛に価する証拠だと考えて
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（Id.)」とひたすら自己否定的な予防線を張っている点が興味深い。
その後「読者に」という，９ページにもわたる序文が続く。これがこの
作品の額縁の冒頭にあたる部分だが，残念ながらこの部分には『デカメロ
ン』の額縁のペストの描写のような迫力も別荘生活の華やかさも乏しい。
読者が題材を知ったら自分の軽率さが叱責されることを確信していると宣
言して，作者は自分の作品が世間から高く評価されないことを自ら先に認
め，一貫して自己否定的態度を取り続ける。それでは何故そんなものを書
くのか。フォルティーニは，パーティーに出ても何も話せない能無しの若
者のためにこれを書くのだと弁解する。彼らは特別上等なことでなくても
良いから，親しみ易いことをいうべきであり，この作品のノヴェッラは，
そうした話題の実例だというのだ。自分の作品がだれかに嫌われれば堂々
と受け入れようと宣言する一方で，努力を愛で報いてほしいと要望する。
あらかじめノヴェッラの数を約束することはできないと断った後，自分の
作品を「初心者たちのノヴェッラ集」と呼びたいとするが，実際のタイト
ルは『初心者たちの日々（昼間)』となっている。
そこでいよいよ「初心者」すなわち語り手の紹介に入り，ある日曜日，
アウレリア，フルジダ，アドリアーナ，エミリア，コリンツィアという，
５人の貞潔であると同時にとても愉快な婦人たちが，コスタンシオとイポ
リトという二人の優雅な青年たちに会ったのが発端で,「ほとんどすべて
の人々が，快い庭園に集まって一番気にいったことをお互いにおしゃべり
して，いやな時から逃れたいと望んでいたので（p. 13)｣，婦人たちの一
人のアドリアーナが「いやな考えを追い払うのに適したここで，楽しいノ
ヴェッラのおしゃべりをして，今日を過ごしましょう（Id.)」と提案し，
さらにフルジダがそれを一週間続けるように修正。コリンツィアがコスタ
ンシオに花の冠をかぶせて彼に一日目の主人役を引き受けるように勧めた。
コスタンシオはそれを受けて，最初の語り手にアウレリアを指名，こうし
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て第一日の第一話が始まった。以上の成り行きは，ペストをのがれるため
に７人の婦人が３人の紳士とフィレンツェの郊外に集まって，交互に話を
して不安な時を過ごしたという『デカメロン』の額縁とそっくりである。
ただし『デカメロン』ではあれほど詳しく記されていたペストという動機
が，この作品では単に「いやな考え」一言で片付けられいて，それが何を
意味しているのか，具体的には全く記されていない。だがそれは個人的な
事柄ではなく，七人のメンバーに共通している事柄なので，この当時シエ
ナ共和国がトスカーナ大公コジモ一世の率いるスペイン人の攻撃に敗れて
独立を失ったことがそれに当たると見なすのが妥当なところであろう8)。
執筆当時コジモ一世の支配下に置かれていたために,「いやな考え」につ
いて具体的な事柄を記すわけには行かなかったのだと思われる。
一日目は，主人役のコスタンシオに指名された各々の語り手の話しの後
で，聞き手たちの反応がごく簡単に記され，主人役が次々と語り手を指名
し，主人役が最後の語り手となって締めくくっている。その後七人はおし
ゃべりを楽しんだ後，コスタンシオがイポリトに楽器の演奏を所望し，イ
ポリトは演奏を始め，続いて自分で伴奏しながらソネットを一つ，17行の
カンツォネッタを一つ，そして８行詩節からなるカンツォネッタを続けて
11個歌う。最初の二つの作品は，ペトラルカ風の恋の苦しみを歌ったもの
だが，最後の一連のカンツォネッタは，お高く澄ましていたら老いがやっ
てくる，その時に後悔しても遅い，今の内に思いをかなえておくれ，とい
うくだけた内容を歌っている。歌い手の楽器については初日には説明がな
いが，後には大体明記される。この後翌日の再会を約束して解散する。
二日目は，ほぼ正午ごろにメンバーが集合。コスタンシオがコリンツィ
アに花の冠を返却し，主人役のコリンツィアはエミリアをトップに指名し
てノヴェッラが語り始められる。最後に主人役のコリンツィアの卑猥な話
に皆が大笑いした後，コリンツィアがアドリアーナにカンツォネッタを所
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望し，アドリアーナはリュートを手に取り，運命について10行と９行のカ
ンツォネッタを歌う。いずれも愛の苦しみを歌っている。続いて指名され
たコスタンシオがリュートを受け取って，13行のカンツォネッタと各節14，
17，12，11行からなるカンツォーネで，切々と愛の苦しみと恋人の美しさ
を歌い上げる。性愛中心のノヴェッラとは対照的に，歌は恋愛が中心であ
る。コリンツィアがエミリアに花の冠を渡すと，エミリアは「明日は聖職
者たちの放埒な生活について話しましょう」と提案してお開きになる。
三日目には，カトリック修道士と在俗司祭たちの非行が次々と語られる。
七人のメンバーは，カトリックの聖職者に対して，遠慮会釈なしにその非
行を暴き立てる。別の個所でイポリトはメディチ家出身の法王クレメンス
七世を，トスカーナとフィレンツェに不幸をもたらした元凶と見なして辛
辣に非難している9)。三日目のノヴェッラが終わると，主人役のエミリア
はコリンツィアに歌を求め，コリンツィアはリラを取って各々10，11，７
行の愛や嫉妬の苦しみを訴える三つのカンツォネッタを歌う。エミリアは
アウレリアに最後に楽しい歌を頼むと，リラを取ったアウレリアが「すべ
ての恐れを追い払え」という12行のカンツォネッタを歌う。エミリアは翌
日の主人役にアドリアーナを指名した。アドリアーナは翌日は各自の好み
の話題を話しましょうと提案して解散した。
四日目にはすでに日が上がって一番暑い時刻に，アドリアーナが仲間を
庭に集め，藤棚の下に入り，一番にフルジダを指名しておしゃべりが始ま
る。皆のノヴェッラの後で，アドリアーナはエミリアに歌を求め，エミリ
アはリュートを取って，各々５，７，16，11，７，11，11行からなる，運
命に憐れみを求める七つのカンツォネッタを歌う。翌日の主人役にイポリ
トが指名されると，イポリトは，翌日はテーマを決めずに各自気にいった
ことを話そうと提案した。新しい主人役は全員をその屋敷まで送って行っ
た。
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サレルノ出版社（Salerno Editrice）から刊行された二巻本では，五日目
以降は第二巻に収録されている。その五日目の日がすでに高く上がったこ
ろにメンバーが集合し，多種類の魚のいる美しい池に面したハシバミやヤ
ナギの木陰に移ると，イポリトはコリンツィアを最初の語り手に指名して
おしゃべりが始まった。一同が語り終わると，主人役のイポリトがまだ彼
女の運命についての考えを一度も聞いていないという理由で，フルジダの
歌を所望。フルジダは自分ほど運命を悲しんでいる者はいないという趣旨
の前置きを語った後に，そしてリュートを手にして，愛によってたった一
時間も幸福になれないと６行と10行の二つのカンツォネッタで嘆く。イポ
リトは楽しい集いを終わるのは早すぎると考えてさらにコスタンシオの歌
を求めると，彼は各節が19行，19行，９行からなるカンツォーネ，それぞ
れ12，５，10，10，10，12行の六つのカンツォネッタを立て続けに歌う。
いずれも「おお残酷な専制君主」といった激しい口調で愛の残酷を歌う。
イポリトは冠をフルジダに渡して翌日の主人役に指名。翌日の再会を約束
した後，フルジダは一同に導かれて帰宅し，その後婦人たちは二人の紳士
の案内でそれぞれの自宅に引き上げた。
六日目，婦人たちは食後間もなくフルジダの家に集合してそこからコス
タンシオの庭に向かい，そこで二人の若者に会う。フルジダは今日は金曜
日だからノヴェッラは止めて別の楽しみを味わい，明日は休みにして，日
曜日にノヴェッラを再開しようと提案して，コスタンシオとイポリトに二
人の報われぬ恋を歌で語るように求めた。こうしてノヴェッラ抜きの一日
が始まる。コスタンシオはそれに応えてリュートを取り，ファウスティー
ナ・ブラッチョーニという（フォルティーニ自身がこのノヴェッラ集を献
呈している相手でもある）非情な女性の美しさを，18，13行の二つの節か
らなるカンツォーネで歌う。人々の称賛を受けて，各８行のカンツォネッ
タを129個連続して歌った後，それぞれが10，８，10，６，８，11，８，
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７，８，10，11，８，８，11，８，11，14，10，10，20，６，14，９，10，
10，８，５行と行数も各行の長さも多種多様なカンツォネッタを連発して，
冷酷なファウスティーナとの恋の苦しみを歌い上げる。ノヴェッラを支配
している性愛中心主義とここで歌われているペトラルカ風の恋愛詩とでは
あまりにも雰囲気が違いすぎる。恋人の名前が同じなので，コスタンシオ
は作者の分身だと見なすべきであろうか。それとも作者が日頃から書きた
めてきた作品で，この部分を満たしたのであろうか。かなりの量の苦悩に
充ちた恋愛詩が，この部分につぎ込まれている。
コスタンシオはそこまで歌うと，９行のカンツォネッタで「友よ，私は
どうすべきか」と歌ってイポリトにバトンタッチする。するとイポリトは
リラを手にとり，12行のカンツォネッタで,「これ以上非情な女を追うな」
と忠告するが，リユートを用いたコスタンシオは同じ長さのカンツォネッ
タで，自分はずっと相手を追い続けなければならないと歌う。イポリトは
36行のカンツォーネで「そんなつらい状態を捨てて（ダンテが『神曲』で
歌った）山に登って周りを見よ」と忠告。それに対してコスタンシオは，
各24，９，15行の三つのカンツォネッタで,「私は死を呼ぶ」｢運命は私の
死を望む」と歌う。
ここで婦人たちがイポリトに運命の女神についての意見を求めたので，
イポリトはそれに応えてまず11行のカンツォネッタで「死を求めるな。絶
望を捨てて希望を抱け」と歌いはじめ，続いて各15，10行のカンツォネッ
タで「太陽が恥じて身を隠すほど美しい女神がいる」と運命の女神につい
て歌い始める。それに続いて各行11音節で全1027行におよぶ特異な長詩に
よって，これまでの叙情詩とは全く異なった，運命の女神を讚える物語を
歌う。自然の創造主は彼女を他のあらゆる神々の上位においたとして，キ
リスト教とは異質の神話が語られる。その女神が宝石でできた車で現れる
と，寿命を司どるパルケの三女神やグラツィエの三女神あるいはニンフな
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どがその車を引いて，丘の上の彼女の宮殿に案内する。その宮殿の中庭の
壁面には浮き彫りが施され，第一の浮き彫りは，プシュケーが姉たちにそ
そのかされて，闇の中でしか会えない夫の姿を見て刺そうとしたために一
度は夫のキューピッドに捨てられるが，その後世界中を探し回り，ヴィー
ナスが課した難題を次々と解決して夫を取り戻す話を描いている。その描
写が全体の約７割の718行に及ぶ。次の浮き彫りとして，アッテオーネが
ダイアナの水浴を覗き見したために鹿に変身させられる話が歌われるが，
一般に流布している筋書とは違って猟犬たちに殺されることなく，湖を越
えて森に逃げ込む。続いてパリスが三美神の中からヴィーナスを選ぶ話，
次にヴォルカーノが，浮気中の妻のヴィーナスとマルスを透明な網で捕え
てさらし者にする話が続く。これらの浮き彫りを見た一行は門を通り，食
堂の丸天井の装飾には，クレオパトラが毒蛇で自殺する場面やラオコーン
親子が蛇に襲われる場面が描かれていた。さらに宮殿の庭園は迷路のよう
で，葉が生い茂った門には「ここに入る者はすべての望みを失え」という
ダンテの地獄の門（『地獄篇』，Ⅲ９）とそっくりの言葉が書かれていた。
その奥にダイアモンドの門があり，バラが茂り孔雀が遊んでいた。さらに
エメラルドのベッドの寝室などを備えた豪華な御殿を歌って,「これで十
分だとしてくれ，これ以上言いたくないから」とイポリトは締めくくる。
コスタンシオはそれに答えて，各々11音節８行ずつの九つのカンツォネッ
タを連発して，運命の女神こそ他の神々の導き手であることを認めながら，
自分は運命を愛することはできないと明言。ユピテルに代表される自然に
よってファウスティーナが生まれたことを感謝し，彼女がこの世で最も美
しく，美徳にも恵まれていると賛美する。婦人たちは彼らを誉め，話し合
いの後に日が暮れたので日曜日に再会を約束して解散した。
翌日の土曜日は婦人たちが身づくろいに専念するための休日とされ，七
日目（休日を含めると正味八日目）の日曜日，ヴェスペロ（夕べの祈り）
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の鐘と同時に一昨日以来主人役を務めたフルジダが侍女をやって婦人たち
を呼び集め，一同揃って二人の青年が待っているコスタンシオの庭を訪ね
る。フルジダは一同をダイダイの木陰に座らせ，一言挨拶した後エミリア
を最初に指名。皆の最後に話し終えたフルジダは，イポリトの歌を求める。
イポリトはコスタンシオの召使（男性）にコスタンシオが楽しみに用い
ている楽器（名前記入されず）を持ってこさせそれを高いストゥール二脚
に載せて演奏しながら歌い始める。イポリトの歌は各行の長さは７音節か
ら11音節まで多様な15，13，12，14，15，15，９行からなる七つのカンツ
ォネッタで，フィロテーアが恋人の登場で氷から火に変わる様子や鳩が夫
に運命を嘆く言葉，人の顔が一瞬で暗くなる有り様，獰猛な虎が優しい天
使に変わるのを見たこと，胸の谷間に置かれた薔薇は地上の天国だ，など
といった様々な事柄を歌った後に，運命の残酷さを嘆き嫉妬に苦しんでい
ることを歌う。婦人たちはイポリトを称賛する。その後フルジダはコスタ
ンシオにも歌を所望する。彼はさっきイポリトが用いた自分の楽器で，ま
ず15行のカンツォネッタ，続いて二つのソネットを歌う。これまでの悲痛
な調子が和らいで，小麦畑にいる恋人を見て喜んだことと彼女の様子，あ
る夜見た彼女の美しさと異教の神々の宮廷で彼女が求められていること，
常に彼女の姿が見えていてその美しさに圧倒されて天国にいるようだなど
と歌う。歌が終わるころ月が出るが，コスタンシオは称賛され，婦人たち
はその歌を論議した。フルジダは冠を脱いでアウレリアに渡す。アウレリ
アは，翌日も同じ時間に同じ場所で再会しようと提案。コスタンシオは召
使に松明を用意させ，まずフルジダ，続いて婦人たちを家に送らせた。
八日目（正味九日目）昼食が終わるとアウレリアが二人の侍女に仲間を
集めさせ，いつもの庭へと向かう。そこでは若い紳士たちがヴィオローネ
（注によるとコントラバス）で歌を歌っていた。婦人たちを見てやめたの
でアウレリアは二人に続けさせ，彼らはたくさんのマドリガーレを歌った。
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(その歌詞は記されていない｡）その後アウレリアは洞穴のそばの蔓棚の下
へ皆を集め，初日の返礼にコスタンシオを最初に指名した。最後にアウレ
リアの話を楽しんだ後，アウレリアは全員に歌を所望して，まずイポリト
を指名し，彼がコスタンシオと違って一人の女性にこだわらないことを指
摘すると，イポリトは自分を避ける女を追うつもりはないし，気が変わり
易いと言われても平気だと答える。それに対してアウレリアは，女性は怒
ったふりをすることもあるから，一度ぐらい失敗しても諦める必要はない，
と忠告した。イポリトはこの世で一番大事なものは時間と財産だから，時
間を無駄にしたくない，といってヴィオローネを取って歌う。11音節８行
詩からなる十二個のカンツォネッタで,「恩知らずな女に仕えたくない」
で始まり，憐れな魂が地獄のスティージェ川を亙る様を歌った後，相手が
優しい恋人なら生涯愛し続けると誓い，残酷な女の後を追ったのはなんと
いう時間の無駄だったか，苦い恋はもうたくさんだという趣旨を歌う。続
いて指名されたフルジダは，リュートを持ってこさせ10行のカンツォネッ
タで,「愛は私に長い試練を課したが自分はそれに耐えている」と歌う。
次に指名されたアドリアーナは，やはりリュートを使い，９行のカンツォ
ネッタで,「雲に隠れていた太陽が現れて心が明るくなった」と歌う。続
くコリンツィアもリュートで「砂漠のミドリトカゲのように幸運は私から
逃げていって私は死んだように悲しい」と11行のカンツォネッタを歌い，
さらに皆が待っているので８行と７行で「ユピテルは私の沈黙を望み，私
は泣くべきではない｣,「運命を思うと心は燃え，その眼差しに天国の幸い
を知る」と歌う。次に指名されたコスタンシオはヴィオローネを取ると，
各18，９，５，13，12行と長短様々なカンツォネッタを歌う。それは一見
平凡な恋の苦悩を歌った叙情詩のようだが，時々「私の祖国はもはや誠実
な人に支配されていない」とか「地獄のフーリエの支配を考えていると，
二つの光が近付いて，天国が開けるのを見た｣,「墓の中で死を呼ぶと，死
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とその仲間はその悪と鎖を見せた｣，そして意味は不明だが明らかにスペ
イン人の支配を諷しているらしい言葉が現れて，単なる恋愛詩ではないよ
うにも思われる。続いてエミリアはリュートを取り,「イタリアで運命の
専制支配を逃れて山や谷をさまよい，愛にたどりついて気高い光を見よう」
と10行のカンッオネッタを歌う。最後に主人役のアウレリアがリュートを
取り,「富はユーノー，知はミネルヴァ，美はニンフが取り巻くヴィーナ
スが支配し，太陽は輝くが，運命はそれ以上に有力だ」という結論を歌う。
そしてこのまま愛の談義を打ち切って別れるのは惜しいので，最後の主人
役として次の日曜日まで権利を保持することを宣言し，日曜日の夜彼女と
食事をするために集まることと，その後徹夜で語り明かすことを全員に命
じ，散会の挨拶とした。アウレリアが全員を引き連れて庭園を出て自宅に
向かうと，二人の若者が例のごとく婦人たちをそれぞれの邸宅へと送って
行った。こうして最後の日に次の作品が予告されている。
第二章 作品の舞台 時代と場所
本章では従来の例にならい，まずこの作品を構成する49篇のノヴェッラ
の舞台設定，つまりその時代と場所がいかなるものであるかを把握してお
くことにする。
最初にノヴェッラで語られた事件が発生した時代を眺めると，時代が記
入されていないか，その部分が欠落しているか，逆に極めて具体的に記さ
れているかなどといったごく少数の例外はあるものの，恐らくそれらをも
含めて，すべてがノヴェッラの集いが持たれた休日一日を含む九日間に近
い，ほぼ同時代の出来事だと見なすことができる。大体この作者は事件が
生じた時代についてはなはだ無頓着でごく簡単にしか触れていないのであ
るが，大抵 tempo，giorno，annoという三つの単語を用いて時代を示して
いる。いずれの場合も come fu non molto tempo（まだつい近ごろのこと)，
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non sono ancora passati molti giorni（まだあまり日にちがたっていないこ
ろ)，non sono passati molti anni（つい近年のこと）のように，これらの
単語に否定の nonと moltoをあわせて用いた副詞節または副詞句で，時間
や日数や年数があまり経過していない時期に起こった出来事だとしている
からである。三つの単語が用いられている話は以下の通りである。
tempo：I，II，IV，VIII，IX，X，XII，XIII，XVII，XIX，XXII，XXIV，
XXV，XXVII，XXVIII，XXIX，XXXII，XXXIII，XXXV，XLIV，XLV，
XLVII，XLIX（計23話，46.94％）ただし XLVでは tempoが省略されてい
る。
giorno：V，VI，XI，XIV，XV，XXVI，XXX（計７話，14.29％）
anno：III，XVIII，XXI，XXIII，XXXIV，XLII，XLIII（計７話，14.29％）
勿論もっと具体的に時期が示されている場合もある。すなわち，まだ８
日も経たないころ：VII，昨年：XVI，XXXI，スペイン軍がフィレンツェ
を囲んでいたころ（152930年)：XXXVII，まだ丸２年が過ぎないころ：
XLI，一昨日：XLVIII（計６話，12.24％）その内 XXXVII以外はごく近年
の出来事である。
他に ora（さて）で始めて時代を無視しているもの：XXXVI，XXXIX，
XL，XLVI（計４話，８.16％）や記入なし XX，冒頭欠落 XXXVIII（計２
話，4.08％）などもある。(総計49話）
以上の表からも，この作品ではほとんどすべての事件が，ごく近年の出
来事として語られていると考えて差し支えないであろう。具体的には第37
話の1529年あたりを上限として，ほとんどの出来事が，この集いが持たれ
とされている時期のごく近年に生じたものとして語られているのである。
これまで見て来た多くのノヴェッラ集では古代の事件も結構取り上げられ
てきたのだが，ここでは中世から15世紀どころか，16世紀当初の出来事す
ら扱われていない。まさにこれは歴史の国イタリアに珍しい，通時的性格
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を著しく欠いた作品なのである。では基準となっている九日間の集いが何
年に行われた，と仮定されているのであろうか。残念ながら具体的な年数
は明記されていないが，ノヴェッラに流れる語り手に共通している「より
気楽にいやな時期を避けるために」という意識と激しい反スペイン感情を
考慮すると，1552年の反スペイン暴動の結果生じた，コジモ一世が率いる
スペイン兵中心の占領軍による1554年３月から1555年４月17日までのシエ
ナの包囲と降伏以後の時期で，シエナの降伏の記憶が生々しく残っていた
ころに設定されていると見なして差し支えないであろう。ただし一応平和
な時代とされているので,『デカメロン』のペストの場合と違って，包囲
されている最中の城壁の中でその集いが持たれたと考えるのは無理である。
シエナが降伏した後も一部の市民はモンタルチーノに退去して1559年まで
抵抗したとされているが，この集いはまだそうした動きも残っていた1550
年代後半に設定されていると見なし得るであろう。この作品の著しく共時
的性格は，直接にはほとんど言及されていないけれども，スペイン軍によ
るトスカーナの制圧が，シエナ市民にいかに強い衝撃を与えたかを示す証
拠の一つだと言えるであろう。彼らは，まさに画期的な時代に生きている
ことを強烈に意識せざるを得なかったのだ。
それでは物語の舞台としてどこが選ばれているのであろうか。作品の性
格から当然予想される通り，シエナとその領域部が圧倒的多数を占めてい
る。
シエナ：IV，VI，X，XIII，XIX，XXI，XXVI，XXVIII，XXXII，XLIV，
XLVII（計11話，22.45％）
シエナの郊外および領域部：V，VII，XI，XII，XIV，XV，XVI，XVII（ア
シャーノ)，XX，XXIV，XXXI，XXXV（サンジミニャーノ)，XXXVI（モ
ンタルチーノ)，XL，XLIII（コッレ・ディ・ヴァル・デルサ)，XLVI，X
LVIII（計17話，34.69％）これだけで５割７分を占めている。
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それ以外で単独の舞台となる都市やその領域部は以下の通り。まずトス
カーナ州では，
フィレンツェ：I，XLI，その領域部：XXXVII（計３話，6.12％）
アレッツォ：XXXIV，ヴォルテルラ：XXXIX（以上各１話，2.04％）
エミリア・ロマーニャ州は，ボローニャ：VIII，XVIII，XXXIX（計３話，
6.12％)，フェルラーラ：XXII，XXIII，XLV（計３話，6.12％）
ウンブリア州はペルージャ：III，オルヴィエート：XLIX（各１話，2.04
％）ラツィオ州はヴィテルボ：XXIX（１話，2.04％）以上シエナとその
領域部を除く単独の舞台となるのは，８都市で14話，28.57％を占める。
複数の舞台をとる話でもシエナ－ヴェネツィア－シエナ：IIやフィレン
ツェ―シエナ―フィレンツェ：XXVのようにシエナが片棒担いでいる場
合が２話，4.08％ありそれを加えると，シエナは全体の６割のノヴェッラ
の舞台となっている。それ以外に複数の舞台を取るものは，ローマ―オル
ヴィエート―フィギネ：XXVII，ピサ―ピサ郊外の村―ピサ：XXXやフェ
ルラーラ―領域部の遠い村―フェルラーラ：XXXIIIなど計３話，6.12％
ある。それに冒頭部が欠落して不明なもの：XXXVIIIとイタリアの領主の
宮廷としか記されていないもの：XLIIが各１話あるので，計49話となる。
以上の結果を見ると，この作品がいかにシエナ中心の作品であるかがよ
く分かる。中でもシエナの領域部を舞台とした作品が全体の三分の一強を
占めていて，二割強の都市部よりも大きなシエアを占めている点が興味深
い。商業活動に行き詰まりを感じたイタリアのコムーネの市民たちが進ん
で領域部の土地を購入して，折半小作制度によってその土地から安定した
収益を得ようとし，また有力商人層の土地貴族化が進んだとされているの
がまさにこの時代のことであった。シエナ以外の都市もほとんど中部イタ
リアに集中している。なお作品中のフィレンツェの存在感に比して，舞台
となる頻度の小ささは意外である。
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第三章 登場人物の階層と出身地
本章ではまず，これまで通り，主要登場人物の階層を見ることにする。
すでに何度も記したように，貴族と市民を区別することや，どの登場人物
が主要であるかを判定することは案外困難な作業であり，時には恣意的な
判断に頼らざるを得ない。しかし作品によっては，この分析によって作品
の特性がかなり明確になる場合があるので，この作品についても多少の誤
差に目をつむって一応の傾向を把握しておきたい。以下では市民や農民を
ふくめた普通の民衆をＰ，都市貴族と封建貴族を併せてＮ，聖職者をＲと
する。
P：I，II，IV，V，VI，X，XII，XIII，XIV，XXIV，XXV，XLI，XLIII，
XLVI，XLVIII（計15話，30.61％）
N：VIII，XI，XXXII，XXXIII，XLVII（計５話，10.20％）R：XVIII（１話，
2.04％）
P＋N：VII，XXII，XXIII，XXVI，XXXI，XXXIV，XXXVI，XXXVII，
XXXVIII，XXXIX，XL，XLII，XLIV，XLV，IL（計15話，30.61％）
P＋R：IX，XVI，XIX，XX，XXX，XXXV（計６話，12.24％）
P＋N＋R：III，XV，XVII，XXI，XXVII，XXVIII，XXIX（計７話，14.29
％）
多くのノヴェッラ集がそうであるように，この作品でも民衆の占めるシ
エアが大きい。Ｐのみの作品は案外少なくて約３割に過ぎないが，Ｐ＋Ｎ
がそれと同数あり，民衆抜きの作品がわずか12.24％しかないということ
から，それを除く88％までが民衆を主人公か副主人公としていることが分
かる。しかし単独では約１割しかなくとも，Ｐ＋Ｎが多い貴族の比率も馬
鹿にならない。Ｐ＋Ｎ＋Ｒまでを加えると５割５分に達するのだ。それに
対して聖職者階層の比率は全部合わせても３割にも達しない。
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階層同士の関係はどうであろうか。作者はどの階層に好意的であろうか。
まずＰとＮとの関係を眺めると，両階層が参加するＰ＋Ｎ型の内でXXVI，
XXXIX や XL など両階層に対立が生じない場合を除くと，VII，XXII，
XXIII，XXXI，XXXIV，XXXVI，XXXVII，XXXVIII，XLII，XLIV，XLV，
ILなどいずれも多かれ少なかれ貴族が市民にしてやられていて，民衆の
方が優位を保っている。しかし多くは愚かな貴族が恋に狂ったりして勝手
にころんだ結果で,『フィガロの結婚』のように民衆が知恵を働かして勝
利を獲ち得たという例は少ない。先に見たＮの失態にもかかわらず，額縁
や個々の記述において作者は貴族に対して好意を示している。
それに反して作者が基本的に否定的な立場を取る相手は聖職者である。
Ｐ＋Ｒ型の内 IXや XXXではＰとＲが協力的な関係を結ぶが，残る XVI，
XIX，XXXVではＰはＲを意図的に欺いて陥れようとし，作者は全面的に
Ｐを支持する。Ｐ＋Ｎ＋Ｒ型の XVや XXIも類似の内容である。勿論 XX
のようにＲがＰを騙す話もあるが，XVIIIとともに作者が敵を甘く見てい
なかったことの現れと取るべきだろう。興味深い例外はＰ＋Ｎ＋Ｒ型に属
する XXVIIIで，貴夫人に恋した家庭教師が徹底的にからかわれる話でＰ
はＮとＲに完敗しているが，ここでは市民対領域民という別の対立原理が
働いている。
フォルティーニが設定した語り手たちはどう見ても都市貴族の一員であ
るが，作者自身は都市貴族にはまだ程遠いという商人階層に属していたら
しい。トスカーナ大公国に編入されたこの時代には，シエナの都市貴族は
往年の実力を喪失しており，市民たちの憧れの的でも，強力な圧迫者でも
なかった。フォルティーニは額縁の設定において貴族に一応の敬意を表し
つつも，ノヴェッラの中では自らの評価を率直に吐露しているようである。
逆に反宗教改革を通して民衆への統制を強化しつつあった聖職者階層に対
して，作者は反感を露骨に表している。彼らの影響力が強まった分だけ，
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激しい憎悪を喚起しているのだと見なせるだろう。
この作品の登場人物を見る時，すでに見た階層に勝るとも劣らぬ重要な
指標がある。それはすでに XXVIIIに関してすでに触れた，出身地による
指標である。以下で各ノヴェッラを主要な登場人物たちの出身地別に分類
すると以下のとおりである。
シエナ人：IV，XI（アマルフィ公はシエナのピッコローミニ家出身の法王
使節)，XXVI，XXXII，XLIV，XLVII（計６話，12.24％）
シエナ領域民：V，XII，XXIV，XXXV，XLVI，XLVIII（同上）
フェルラーラ人：XXII，XXIII，XXXIII，XLV（計４話，8.16％）フィレ
ンツェ人：I，アレッツォ人：XXXIV，ヴォルテルラ人：IX，オルヴィエ
ート人：IL，ペルージャ人：XVIII，ボローニャ人：XVIII（以上各１話，
2.04％）以上は単一の地域の住民が登場するノヴェッラで，計22話，
44.90％に達するが，以下の通り複数の地域の住民が登場するノヴェッラ
の方が多い。
シエナ人＋シエナ領域民：VII，XIV，XV，XXVIII，XXXI，XLIII（計６話，
12.24％）
シエナ人＋フィレンツェ人：VI，X，XXV，XLI（計４話，8.16％）
シエナ人＋ボローニャ人：VIII，シエナ人＋ウルビーノ人：XXI，シエナ
人＋ナポリ人：XIX，シエナ人＋ロンバルディーア人：XV，シエナ人＋フ
ランドル人：II，シエナ人＋スペイン人＋ナポリ人：XIII（以上各１話，
2.04％）
シエナ領域民＋フィレンツェ人：XVI，XXXVI（計２話，4.08％）
シエナ領域民＋他のシエナ領域の住民：XX，シエナ領域民＋アレッツォ
領域民：XVII，フィレンツェ人＋オルヴィエート人：XXVII，フィレンツ
ェ領域民＋外国人傭兵：XXXVII，ピサ人＋ヴィテルボ人：XXIX，ピサ人
＋ナポリ人：XXX，ボローニャ人＋ユダヤ人：XXXI（以上各１話，2.04
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％）以上異なった地域の出身者の組み合わせで成り立ったノヴェッラは計
25話，51.02％を占めている。その他に，イタリアとしか記されない作品：
XLII，冒頭部が欠除して本文にも記述なきもの：XXXVIIIがある。
以上の結果からこの作品に最も頻繁に登場するのはシエナとその領域部
の住民で，市内の住民と領域民だけで19話，38.78％と全体の３分の１以
上を占めている。さらにフィレンツェ等他の地域の住民と一緒に登場する
ケースを加えると，32話65.31％と全体のほぼ３分の２に達する。シエナ
人のためのシエナ人の物語群なのである。
登場人物中，シエナ人に常に負け続けて，出身地の影響が最も顕著に
感じられるのはフィレンツェ人で，医師は弟子に（VI)，画家と肉屋は近
所の若者に（X，XXV）妻を盗まれ，シエナの田舎で人妻に手を出そうと
した修道士は散々なぐられ（XVI)，青年貴族は宿屋のお内儀にだまされ
（XXXVI)，税関吏たちは糞を掴まされる（XLI)。
第四章 作品の内容と他作品との関連
それでは，この作品はどのような内容のノヴェッラで成り立っているの
か。またそれらはどのような作品の影響の下で書かれたのか。本章はその
問題を扱う。個々の作品の粗筋を巻末に付けておくので，それらをも参照
していただきたい。
この作品を読んでおそらくだれでも気付くことは，多くのノヴェッラが
主要な題材として性行為（に至る過程とその結果）を扱っている，という
ことである｡『デカメロン』を初めとして，イタリアのノヴェッラ集の多
くはしばしば性行為を扱っていて，それがこのジャンルの人気の基礎にな
っていることは周知の事実だが，他の作品に比してその頻度がはるかに高
いことは否定できない。紙数が限られているので他の作品との比較は後日
に回して，本章ではこの作品に関してのみ，どの程度性行為を扱っている
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か，またそれ以外には何を扱っているかを把握しておくことにする。この
作品の中で扱われた性行為は結構多彩であり，分類することも簡単ではな
いが，やや恣意的になることを恐れず，性行為そのものをメイン・テーマ
とするもの全33篇を男女主人公の人数別に分類すると以下の通りとなる。
なおその内で既婚男女の不倫行為を描いたものには＊印を付しておく。
男１人対女１人：III＊，VII，XI，XII，XXIII＊，XXVII＊，XXXII＊，
XXXIV，XXXIX＊，XLII＊，XLVI，XLVIII（計12話，24.49％）たとえ不
倫でも，夫抜きの関係を主に描いたものはこの項に分類した。
男１人対女２人：I＊，II＊，IV＊，V＊，XXXVIII＊，XLVII（ただし性行
為に加わった女性は妻のみで不倫抜き）(計６話，12.24％）
男２人対女２人：VIII（１話，2.04％）
女１人対男２人：VI＊，IX＊，X＊，XV，XXII＊，XXV＊，XXIX＊，
XXXI，XLIII＊，XLIX＊（計10話，20.41％）
女１人対男３人：XLV＊（１話，2.04％）
女１人対多数：XIV＊ (夫＋10人の若者)，XX (修道士ら多数)，XXXVII＊
（兵士らと農民ら多数）(計３話，6.12％）
以上の33話，全体の67.35％，すなわち３分の２強が性行為をメイン・
テーマとしているノヴェッラなのである。この比率は他のどの作品よりも
高いものと予測される。なおその中で22話，まさに３分の２が不倫行為を
描き，かつ謳歌したものなのである。
勿論，この作品のすべてのノヴェッラが性行為をメインに扱っているわ
けではない。それ以外のノヴェッラは多種多様だが，以下でその要約を列
挙する。しかしそれらも性行為と全く無縁な訳ではない。参考のために，
その中で性行為が行われたものに☆を記す。また目的とされた性行為が実
現できなかった場合は☆未遂と記しておく。
修道士が女を騙そうとして失敗した：XVI☆未遂，XXI☆（計２話，4.08
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％）
女裝した青年が神父を誘惑：XIX☆未遂，XXXV☆未遂（同上）
盗難にあった娼婦がナポリ人の盗っ人復讐する：XIII☆
二人の娼婦がけちな金持ちの鞄を盗む：XLIV☆
ポデスタの家来が職権乱用して後ろから娘を犯し告発される：XVII☆
尼僧院長の地位を３人が争う：XVIII☆（競技の後快楽の祭典となる）
農民が身持ちの良い娘を求めて幻滅：XXIV☆（諦めて最悪の偽善者と結
婚）
自惚れ屋の愚かな家庭教師相手の貴族と神父の悪戯といじめ：XXVIII☆未
遂
ナポリ人神父が娘をものにするチャンスを逃す：XXX☆未遂
恋文の力で姉の恋人を奪う：XXXIII☆
フィレンツェの青年がシエナ領域で宿屋のお内儀にふられる：XXXVI☆未
遂
化粧品と股袋をめぐる巧みな問答：XXVI
ロンバルディーアの田舎者が浣腸用の羊の頭を食べる：XL
シエナの青年がフィレンツェの税関吏に糞をつかませる：XLI
（以上各１話，2.04％，×12）
以上16のノヴェッラでは一応性行為はメイン・テーマから外れていると
は言え，その中で性行為が行われていると思われるものが少なくとも７
（19.29％)，未遂が６（12.24％）に上る。そしてたとえ未遂の場合でも，
大半は実際に行われた場合以上に，性行為が激しく求められていて，関心
の強さは実際に行われた場合に勝るとも劣らない。こうした次第で，性行
為と無関係なノヴェッラはわずか３話（6.12％)，しかも XXVIの股袋を
めぐる問答は，大人の女性を絶句させてしまうほどきわどいもので，やは
り性とは密接に関係がある。わずかに税関と浣腸の２話（全体のわずか
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4.08％）だけが，性行為と完全に無縁だったのだ（その代わり糞便に関係)。
まさにこの作品を執筆していた頃のフォルティーニは，作品の９割６分ま
でを性的関心に基づいて執筆していたのであり，これこそまさにほぼ完全
に性的な関心の虜となった人間によって執筆された作品だと見なすことが
可能だろう。今日のポルノ作家のように執筆がそのまま商業活動と結び付
いていた訳では全くなく，すでに早くからイタリアに印刷術が導入されて
いたとは言え，この作品が出版されることが異例に遅かったことを考慮す
ると，フォルティーニの作品は彼自身の欲望の産物で，一種の自慰行為と
でも見なされるべきものだろう。そうした作品を覗き見することに何の意
味があるかと批判する人が存在しても当然だが，逆に中世市民の赤裸々な
欲望の記録として，少なくとも私は貴重な資料的価値があるものと確信す
る者である。フォルティーニは執筆した途端に作品が出版されるような作
家ではなかったために，検閲や教会の破門などを恐れる必要がなく，極め
て率直に聖職者への不信と軽蔑を表明することができたし，市民たちの破
廉恥な行為や性的な快楽を，思う存分描くことができたのである。
そうは言っても，フォルティーニが白紙の上に，自分が書きたい事柄を
欲望に任せて書きまくったというわけではなく，多くのノヴェッラは，す
でに二世紀半以上の歴史を持つイタリア・ノヴェッラの古典的作品からヒ
ントを得，時にはそっくり模倣して書かれている。事実作者は序文の中で
『デカメロン』とマズッチョの『ノヴェッリーノ』とデッリ・アリエンテ
ィの『レ・ポッレターネ』の名が挙げていて，それらから何らかの影響を
受けていることは確実である。そこで最近刊の監修者アドリアーナ・マウ
リエッロの示唆に基づき，著者がヒントを得たか，モデルを得た可能性の
ある作品の主なものを以下に列挙しておく。ただしこれはあくまで内容に
類似点があるというだけのことに過ぎないのであり，フォルティーニが実
際にそれを読んでヒントを得たかどうかは確認の仕様がない場合の方が多
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い。なお作品 XXについて，マウリエッロは厳密な意味の出典なしとして
いるが，若い娘が修道院に逃げ込む話は,『デカメロン』Ⅲ１の農夫が唖
の振りをして尼僧院に入りこむ話からヒントを得ていると見なしておく。
類似の作品を含むノヴェッラ集や喜劇等の作品名または作者名のベスト10
は以下の通りとなる。なお当然一作品が複数の類話を持つ場合も少なくな
いが，その場合は全部列挙しておく。
①セルカンビ（不統一だが簡単のため作品名が長い場合作者名を示す)：
III，X，XI，XVI，XXII，XXVII，XXVIII，XLI（計８話，16.33％）
②『デカメロン』：VIII，XX，XXV，XXXVII，XLII，XLIII，XLVII（計７
話，14.29％）
③ブラッチョリーニ：XI，XII，XIV，XXIV，XXXIV，XXXVIII（計６話，
12.24％）
③コルナザーノ（15世紀にスフォルツァ家に仕えた詩人で諺に基づく冗談
詩を残す）(『諺の起源』)：IV，V，XII，XXIII，XXXII，XLVII（同上）
⑤セルミーニ：IV，V，VIII，IX，XXX（計５話，10.20％）
⑥ストラパローラ：VI，XVIII，XLV，XLVII（計４話，8.16％）
⑥デッリ・ファブリーツィ（『諺の起源』)：IV，V，XII，XL（同上）
⑧サッケッティ：XIV，XXVI，XLVII（計３話，6.12％）
⑧アレティーノ：IX，XIV，XXVII（同上）
⑧ランド：XI，XXVIII，XXXVI（同上）
以上が上位の10位だが，それ以外に複数の作品の類話を含む作品として，
⑪マズッチョ：VIII，XXIII，⑪デッリ・アリエンティ：XIX，XXXV，⑪
バルガッリ：XXI，XXXVI，⑪シエナの学会が創作した喜劇『騙された人々』
XIII，XXIがある。作者が序文で挙げている作品は，あまりにも有名な
『デカメロン』を除くと，ベストテンに入っていない点が興味深い。
その他15位として各１点を含む作品の作者や作品には，アルシッチョ：
ピエトロ・フォルティーニ『初心者たちのノヴェッラの日々』の輪郭
― ―113
IX，ヴィニャーリ：IX，グラッツィーニ：XVI，ドーニ：VI,『エプタメ
ロン』(ナヴァーラ王妃マルグリット作)：XLI，モルリーニ：XXVII，フ
ァリネッロ・ダ・リエーティ：XIV，フラ・フィリッポ：XXVI，フィレン
ツォーラ：XVI,『ペコローネ』：VI，レガッチ：XXIV，ロンカリア：
XXIII等が並ぶ。
また厳密な類話を欠く作品としては，I，II，VII，XVII，XXIX，XXXIX，
XL，XLVI，XLVIII（計９話，18.37％）が挙げられている。
以上の結果を見て最も興味深く感じられることは，作者が序文では全く
触れていないセルカンビ（13481424）の『イル・ノヴェッリエーレ』が
トップに見られるという事実である。セルカンビの作品が刊行されたのは
ずっと後代の19世紀のことなので10)，フォルティーニがその作品を読んで
いた可能性は低い。むしろそのうちのいくつかが，暇潰しのおしゃべりを
通して伝わった可能性の方が高い。そしてこの作者には，同じくトスカー
ナの地方都市の市民であるセルカンビと共通する要素が，おそらくこの数
字以上に大きいように思われる。勿論，その一部はすでに『デカメロン』
で描かれたものだが，広大な『デカメロン』の世界の中で，特にセルカン
ビに受け入れられた要素が，セルミーニとともにフォルティーニにも伝わ
っているといえそうである。そうした面白さは残念ながらイタリア文学の
アカデミズム批評では正当に評価されて来なかった11)。しかしそうした魅
力を失ったとき，イタリア中世の散文は大きな魅力を失うことも，否定で
きないものと私は確信している。
注
1) 米山喜晟・鳥居正雄共著：『イタリア・ノヴェッラの森』，大阪 1993所
収の論文中以下の二点を参照。
米山：ジョヴァンニ・セルカンビの『イル・ノヴェッリエーレ（短編集)』
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について 地方都市の文学の運命 ，(同上，pp 166262)．
同上：ジェンティーレ・セルミーニ 『レ・ノヴェッレ』の作者と作品，(pp.
263303)．これらにはフォルティーニの作品との共通点が多い
2) Pietro Fortini : op. cit., Le Giornate delle Novelle dei Novizi, Nota Biografica,
pp. XXXVIIXXXVIII.
3) 米山：紙の上の宮廷 中世・ルネサンス期イタリアにおけるノヴェッ
ラ集の枠組の変遷 ，『イタリア学会誌』XL，東京 1990．(pp. 4469）
4) 同上，pp. 5253.
5) Pietro Fortini : op. cit.の作品 VI，X，XXVなど。
6) 作者はある少女のことばとして,『デカメロン』，マズッチョの『ノヴェ
ッリーノ』，サバディーノ・デッリ・アリエンティの『ポッレターネ』をノ
ヴェッラの代表のように挙げている。Pietro Fortini, op. cit., p. 9の本文と n.
４参照。
7) Id., p. 3, n. 1.
8) このノヴェッラ集の監修者アドリアーナ・マウリエッロも,「作者はおそ
らくシエナ共和国の終末とそのメディチ権力への最終的な服従を決定した
戦乱後の困難な状況を暗示しようと意図しているのだろう」と記している。
Id., p. 11, n. 5.
9) 作品 XXXVIIの冒頭近くで「クレメンス七世は祖国が滅亡し，婦人たち
が不名誉に辱められるのを見て楽しんだ」と記されている。
10) セルカンビのノヴェッラ集は1816年以降部分的に14回も刊行されたが，
完本は1972年Ｇ.シニクローピによってバーリで刊行された。Giovanni Ser-
cambi : Il Novelliere，ローマ 1974，p. LXVII，同書の監修者ルチアーノ・ロ
ッシの Nota Bibliograficaによる。
11) ｢はじめに」所収のセルカンビ論の pp. 183187．
付録 全49篇の粗筋（作品番号は本文中ではローマ数字を用いたが，ここでは
アラビア数字で表わしている。また文中の数字は原則として二桁以上はアラビ
ア数字を用いたが例外もある）
Ｉ１（括弧内は語り手 アウレリア）近年のフィレンツェでラファエッロがシ
エナへ貸金を取り立てに出掛けたので，妻のアントーナが恋人を呼んだ直後，
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夫が戻って来る。妻は恋人を机の下に隠す。書き付けを忘れた夫は机に向かっ
て仕事をする。夫は恋人の指を踏むが気付かない。妻は夫に馬がワインセラー
に入っていると騒ぎ，夫が駆け降りた隙に恋人をベッドの裏に隠す。妻が食事
を用意すると，夫の妹が食事にやって来て，汗をかいたので裸になり義姉のベ
ッドに横たわると，恋人はアントーナと間違えて抱く。人違いと分かるが，相
手がフィレンツェ第一の美女なのでそのまま続け，抵抗する相手を必死に口説
いて仲良くなる。義姉の提案で，二人の女は恋人を共有して末長く楽しむ。
Ｉ２（アドリアーナ）シエナの薬屋のアントニオは同僚の娘と結婚した後，ヴ
ェネツィアへ薬とガラス製品の買い付けに行き，フランドル出身の娼婦を紹介
されて深い仲となる。男はフランドルの女が男を誘う時の言葉を教えられる。
家族や友人の手紙で我に帰った男は，残った金で買い付けを済ませて帰国。男
は妻に，娼婦から聞いたフランドル語を「食べたか」という意味だと教える。
妻は町で見たフランドル人の巡礼に同情してその言葉を話しかけると，巡礼は
突然彼女に襲いかかって引き倒す。女が大声を上げたので夫らが駆け付け，巡
礼は逃げ去る。夫は妻から事情を聞いて，あわてて妻に口止めする。
Ｉ３（コリンツァ）ペルージャの金持ちの夫人が14歳の女中を修道院に使いに
やると，彼女は修道士に犯されそうになり逃げ帰る。夫人は女中を連れて抗議
に行き，男が立派なウナギを持ち，女が湖を持っていることを確認して意気投
合。二人が礼拝堂にこもると，中には悪事を働いて父に脅かされた不良少年が
隠れていて，二人の会話を聞く。少年は夫人のマントを盗んで店に売る。夫人
の夫がマントを見付け，少年が犯人だと分かる。少年の盗みを追及していた夫
人は，少年の「ウナギが湖に戻るよ」の一言に，自分のマントではないと述べ，
女中に金鎖を届けさせて少年を口止めし，修道士との楽しみを続けた。
Ｉ４（イポリト）近年のシエナで未亡人ルクレツィアが娘ジネヴラをビアジオ
と結婚させるが，婿は夜何もせず寝てしまう。娘からそのことを聞き，婿に忠
告するために事情をたずね，夫の物の巨大さに娘が恐怖を感じているのを知る。
興奮したルクレツィアは，自ら婿に方法を伝授して結婚を成立させるが，その
後も怠ることなく婿の教育を続けた。
Ｉ５（エミリア）最近のシエナ郊外で，未亡人が娘をシモーネと婚約させる。
婿は婚約者の家を訪問し，夜チェトラを弾いて踊る。婚約者たちと同衾した未
亡人は娘と寝所を入れ代わる。娘が疲れて眠った後，青年は娘だと思ってその
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母を引き寄せ三度交わる。その後娘の母は正体を明かし，婚約中は娘の評判の
ためこうすべきだと教え，さらに三度交わり，15日間も引き留める。結婚後婿
は母娘双方と交わりながら大いに稼ぎ，忽ち金持ちになる。
Ｉ６（フルジダ）フィレンツェの重税を嫌った名医が，美人の妻とシエナに逃
げて来て，医学の講座を開く。ただ一人の熱心な学生が孤立しているので，先
生は恋愛を勧め，ドゥオモへ美人を探しに行かせると，先生の奥さんを見初め
る。先生の指導で仲介の老女を送ると，奥さんは怒り出す。奥さんは学生の手
紙を読んで相手が気にいり，老女を通じて若者と会う約束をする。学生からそ
の報告を受けた先生は，学生の後をつけて，学生が入ったドアをたたく。奥さ
んは食器室の隅に学生を隠し，先生は探し損ねて自分の錯覚だと思う。学生は
二人がベッドへ行った隙に逃げ出す。翌日学生から隠れ場所を聞いた先生は，
再び学生の後をつけるが，学生は洗濯物の山の下に匿われて逃げる。翌日先生
がノックすると，奥さんはすでに四度も交わった学生を背中の後ろに隠し，先
生と入れ違いに逃す。学生がいると信じて探し回る夫を，奥さんは罵る。先生
は降参して，学生に二度と妻と関係しないでくれと頼む。学生は快く承諾した
が，その後も末長く奥さんと楽しみ続ける。
Ｉ７（コスタンシオ）シエナ郊外の谷間の牧場で語り手（私）が眠ってしまい，
目をさますと，若い村人の男女が結婚式のお土産を入れた篭を持って通りかか
る。抱き合ってころび，娘が真っ逆さまに穴に落ち，白い下半身が見えた。ふ
たりがのたうち回るのを見て「私にもやらせろ」というと，男が「やりたけれ
ば私と同じにやれ」という。私が近付くと「これは私の妻だ。私のように結婚
してからやれ」と言い，二人は身支度して立ち去る。
Ⅱ８（エミリア）近年のシエナから二人の貴族ジャンバッティスタとマリオが
ボローニャに留学。貴族で金持ちの姉妹マルゲリータとコンテッサを見初めて
老女に手紙を託す。姉妹も相手が気に入る。二人は夜中に姉妹の屋敷に忍び込
み，仲良くなり交際が続く。ある夜，ジャンバッティスタと姉が夜の２時（午
後10時)，マリオと妹が４時（午前零時）に会おうと個別に約束していたが，ジ
ャンバッティスタが忍び込んだ時，娘達の母が女たちを集めてアマの仕分けを
させていた。姉は母に逆らう振りをしてランプを奥に投げて消し，恋人を寝室
に隠す。仕事が長引き，４時も過ぎたので，妹が恋人を迎えに行き暗闇の中で
恋人を待っていた姉の恋人に掴まり３度交わる。母に呼ばれた妹が返事をした
ピエトロ・フォルティーニ『初心者たちのノヴェッラの日々』の輪郭
― ―117
ので，姉の恋人は誤りに気付く。姉が遅れて寝室に来ると，忍び込んだマリオ
が妹と信じて抱き３度交わる。姉は誤りに気付いて嘆くが，友人同士真相を語
り合い，その後は互いに恋人を共有して楽しむ。
Ⅱ９（イポリト）近年のヴォルテルラで，16歳の娘を抱えた未亡人が生活に窮
して司教に相談。娘が町一番の美女なので，司教は金持ちの老人の相手をする
よう勧め，自ら旦那となる。兵隊の恰好をして通うが，頑張り過ぎて病気にな
り，持参金を与えて嫁にやることにする。娘は元気な若者と結婚。処女だと見
せるため梨を股にはさんでいると，喉が渇いた新郎が食べてしまう。娘は結婚
後も司教の相手を務めては金品を巻き上げ続けた。
Ⅱ10（アウレリア）近年のシエナにフィレンツェの画家が美人の妻を連れてや
ってくる。仕事の注文があり，家に妻を一人残して出張するが，浮気をされな
いよう，出発前に妻の股の間に子羊の絵を描く。妻がシエナの青年と仲良くな
り，楽しみ続けたので，子羊が消えてしまう。妻は青年に羊を描いてもらう。
帰宅した夫が妻の股を見ると，子羊ではなく角のはえた種羊がいた。妻が「３
か月の間に成長したのよ」と説明したので，夫も納得した。
Ⅱ11（フルジダ）最近のシエナで，金持ちの貴族が美しい妻と市外を散歩中に，
ダマスコバラの茂みの下でふとキスをして抱き合う。そこへアマルフィ公（ピ
ッコローミニ家出身）の一行が通り掛って声をかける。夫が気付いてやめよう
とすると,「やめなくて良い。お前たちの中でより奥を極めた者がこれを取れ」
と黒いダマスコ織りの衣を投げて行く。夫婦はいずれも自分のものだと主張し
て譲らず，長持ちに収められる。参加者の意見が求められ口々に語る。
Ⅱ12（コスタンシオ）最近のシエナの田舎で，若い羊飼いの男女が毎日放牧に
出かける。ふたりは戯れ，少女は少年の太くて長いものに脅えるが，少年はイ
チゴを入れるとだまして次第に自分のものを入れてしまう。少女は騙されたと
憤慨したが次第に慣れていき，毎日交わる。結婚できる年が来ると，少女の父
は娘を少年の所に嫁がせた。
Ⅱ13（アドリアーナ）最近のシエナでスペイン人が売春宿の黒檀の冠などを盗
む。隣の娘に助言されて機会を待つ女主人の許に，スペイン人がナポリ人を連
れて再び現れる。女主人はスペイン人を歓迎して服を脱がせる。隣の娘はナポ
リ人を毒舌で追い払い，男装して現れてスペイン語で話しかけ，スペイン人の
カッパと服と剣を盗む。女主人はスペイン人に盗みを非難し始め，部下をすぐ
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処刑する厳しい隊長に訴えると脅かして，盗品の返却を約束させる。さらに女
たちは，ナポリ人が彼のカッパと服と剣を取って行ったと騙して，スペイン人
を追い返す。スペイン人は何も知らないナポリ人からカッパと服と剣を取り戻
そうとして，喧嘩になる。裁判でその経緯を知った隊長は大笑いし，女たちに
何もいうなと厳命した。
Ⅱ14（コリンツィア）近年のシエナで，門外の水車屋に女中が小麦を挽いても
らいに来る。水車屋は日が暮れたので女中を自分の家に連れて行き，妻を実家
に帰らせる。妻の母が水車屋の企みに気付いて娘に知らせる。妻が女中と交代
して待っていると，水車屋が10人の若者を集めて来て寝床に次々と送り込む。
16歳で新婚三か月の水車屋の妻は，若者たちの逸物を楽しむ。最後にやって来
た夫が一番貧弱だったので怒った妻は，相手が女中だと信じて，闇の中で「今
夜は満足したか」と二度問いかけた夫を罵倒する。水車屋は相手が妻と知って
唖然。妻は「この村にあんた以下の男がいないとは」と嘆く。翌日女中は女房
の話を聞いて羨やむ。女房は女中に粉をサービスした。妻は出来事を聞いた女
たちに羨やまれる。その後妻は次々と相手を変えた後，好みの男を決めるが，
夫は何も言えない。
Ⅲ15（コスタンシオ）まだ最近のシエナ郊外で，語り手自身が親友とともに友
の農園へ行き，暑さで洞穴にこもった鶉を捕えるために，友人や従者たちと馬
で犬を連れ網を持って出発。従者と馬を残して，友人と二人で四度網を打ち12
羽捕えた時，若い神父が村娘と性交中の現場に出会う。神父は二人に自宅へワ
インを飲みに来るよう誘う。語り手が神父の家を訪ねている間に友人が少女と
交わり，友人が神父を誘って鶉取りに行った隙に，語り手が少女と三度交わる。
少女はシエナへ来たがる。神父は二人に口止めし，二人は礼を言って別れるが，
数日後語り手の従者が少女をシエナに連れて来て，用意した家に住まわせ，少
女は二人と仲良く暮らす。その後神父は狂ったように少女を探し回る。
Ⅲ16（フルジダ）フィレンツェの若い修道士がシエナ郊外の村へ托鉢に来ると，
美しい女がいるのに気付き，しつこく施しを求める。彼女はそんな気が起こら
ないので断る。修道士は施しでもらった肉と何かを交換しようと提案。女がパ
ンを量っている間に家に入りこみ，女にせきたてる。そこへ夫と下男が帰宅。
女は夫に事情を話し，その指示で修道士を二階に誘う。修道士が女を襲った途
端，夫と下男が棒で修道士を叩きのめす。
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Ⅲ17（コリンツィア）最近のアシャーノで，ポデスタの家来のセル・セネーセ
は家来の15歳の娘が気に入る。貧しいその一家は母の従兄の修道士の世話にな
り，修道士は代償に娘と寝る。セル・セネーセはそれを知り，二人が寝ている
現場で逮捕させた。セル・セネーセが修道士を脅して四時間かかりで奪う金を
60スクードから80まで吊り上げている間に，警察の隊長と警吏たちは娘と各自
四回，一人は五回も交わり，娘もすっかり楽しむ。娘を渡されたセル・セネー
セは，前が濡れていたので後ろから交わるが，狭すぎて出血。医師を呼んで治
療させる。翌朝そのことを聞いた修道士は母親をシエナにやってソドマの罪で
訴えさせる。母親は公証人に，公証人は長官に訴え，一時間足らずで役人全員
が集合，アシャーノに追っ手がかかりセル・セネーセは逮捕される。彼は罰金
を200と娘の持参金を100払い，修道士も持参金を100払い，娘は立派に結婚した。
Ⅲ18（イポリト）近年のボローニャで老尼僧院長が死去。三人の弟子が院長の
地位を争って混乱が生じ，司教が裁定に現れる。コンテッサは秘書の仕事，ア
ニェーゼは帳簿付け，チェチリアは司教との交際や調度と建物の世話を理由に
院長の地位を求める。司教は三人に技を競わせる。コンテッサは修道士が投げ
た榛の実をスカートを上げて股で受け止め，下の口で割る。アニェーゼは絹と
金のハンカチから五の目のサイコロを出し，ケシの実五個を乗せ，下着の紐で
真ん中の実を除く。チェチリアは胸から刺繍針を出すと若い神父に渡し，針の
頭を自分に向けさせ，前を開いて両手で陰阜をつまんで少量のおしっこを飛ば
して針の目を通す。司教はチェチリアの技を最高と認め院長に選ぶ。他の二人
は怒って持参金と蓄えた私物を持って去るが，司教が与えた証明書で結婚して
幸せになる。司教の出発後，家来達は僧院で尼僧と楽しみ，針を支えた神父は
新院長の慰め役になる。
Ⅲ19（アドリアーナ）近年のシエナにナポリ人の神父が来る。シエナの娼婦た
ちが気に入り大勢と付き合う。ナポリ流の鼻歌を歌い，世界一の音楽家だと自
惚れて音楽学校を開く。別の神父が彼に目を付けて女たちの中に招き，ミーノ
という美少年を女装させて彼に紹介し，ナポリ人の金を入れたハンカチを巻き
上げて，ボーイに女たちのためのお菓子や酒を買わせてハンカチだけ返す。ミ
ーノは自分を寝室へ連れて行ったナポリ人の陰嚢をつかんで絞り上げて泣かせ
た後，男装に戻って二度と来るなと脅して彼を追い出す。
Ⅲ20（アウレリア）シエナの近郊スティリアーノで，未亡人が13歳の娘を孤児
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で金持ちの農夫と婚約させる。娘は豚飼いと親しくなり，婚約者に弁当を運ぶ
途中で豚飼いと交わる。青年はその現場を目撃して二人を追う。娘は森に逃げ
こんで迷い，修道院で修道士に助けを求める。修道士は自分の独房に娘をかく
まい，食糧貯蔵係の修道士を加え二人で娘と交わり，皆が寝た後台所で御馳走
する。台所の上に住む修道士が騒ぎに気付くと，二人は彼を三人目に加え，同
様に全員が次々と関係。13日目には院長代理が加わる。婚約者は一晩中娘を探
し回った後，毎日森の中を探し回って修道院を見付け，窓から娘を目撃。院長
代理は青年に説教し院内を見学させる。その間も修道士らは娘と楽しむ。院長
代理が娘の母親を招いて結婚式を挙げさせ贈り物を与えると，青年は満足して
豚飼いのことを忘れた。
Ⅲ21（エミリア）近年のシエナでアウグスティヌス派の修道士ティベリオはド
メニコ派の修道士と付き合い，友の愛人ルクレツィアと寝た後盗みを働く。そ
の後何食わぬ顔で彼女を訪れ魔法の達人だとほらを吹く。女は脅えた振りをし
て台所や居間で６度も交わり，翌朝彼の指輪や靴下どめを盗んで送り出す。取
りに戻った相手に汚水や石を浴びせて近寄せず，有力者が来ても貴族の青年が
来ても，魔法の話をしてティベリオが極悪人だと納得させる。
Ⅳ22（フルジダ）近年フェルラーラの貴族ベンナルディーノは妻が死んだ後，
布織り女カサンドラに恋する。身分違いだと断られたので，修道士を証人にし
て秘密に結婚する。何カ月かの後彼は女に飽きて後悔し，身分が低い忠実な友
人ジョヴァンニをカサンドラと結婚させる。カサンドラが重病で死ぬと聞き，
彼女に与えた持参金が惜しくなり，自分が彼女の夫だったことを公表する。す
るとカサンドラの病気が直り，ジョヴァンニは持参金を付けてカサンドラを返
す。ベンナルディーノは秘密が町中に知れ渡り恥をかく。
Ⅳ23（コリンツィア）近年のフェルラーラで，高貴で美しい娘が，財産も家柄
もふさわしいが，醜く精神も劣る男と結婚。フェルラーラ公ら多くの男が求愛
した。女は男たちを相手にせず，自分の召使に恋する。よその下女に恋してい
るという相手に恋を打ち明ける。相手は身分違いだと断るが，最上階にいる時
に誘って思いをとげる。最上階で逢い引きを重ねると，近くの公の宮殿から召
使らに見られて，夫を除く町中に知れわたる。
Ⅳ24（アウレリア）近年のシエナの郊外で，25～６歳の賭博好きの農民が結婚
を軽蔑していたが，15歳の娘に惚れて婚約。パン焼き窯のそばで素顔を見て婚
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約解消を考え，次に見た姿で惚れ直すが，別の男と寝たと聞いて破談にする。
別の娘に惚れて婚約。前の婚約者と会って踊り，嫉妬した新しい婚約者に別れ
た理由を話すと，自分は10回神父と寝たと告げられてまた破談にする。親戚が
紹介した徳高い女と寝て，粉挽き賃の代わりに粉屋と1000回寝たと聞かされ，
最初の娘が最善だったと悟るが，諦めて我慢する。
Ⅳ25（エミリア）近年のフィレンツェで，肉屋は病気で不能となり，妻と付き
合う良家の若者を避けてシエナに移る。早速シエナの若者が言い寄り，妻は妊
娠，夫は良い空気のせいだと喜ぶ。夫は土曜日の昼間用事で帰宅し，若者と寝
ている妻を発見。そのまま店に戻り，帰宅して妻を罰した。妻の話に同情した
若者が夫をピストルで撃つが，夫は命を取り留める。出産後若者との交際を止
めないので，夫は妻を殴り倒し，殺したと思って逃亡したが，妻が死んでおら
ず，ドン・ロペスの恩赦令でシエナに戻る。妻は夫を訴え，取り調べたプリオ
ーレたちは，妻が夫は不能だと訴えたので，男と楽しむ権利を妻に認めた。
Ⅳ26（コスタンシオ）最近のシエナで，語り手自身が友人の薬屋で仲間たちと
過ごしていると，貴夫人が来て美白剤を買う。語り手が婦人に「お白粉で若者
を騙さないで下さい」と冷やかすと，婦人は男たちが股袋に詰物をしていると
反論。語り手が最近は昔と違う，嘘だと思うなら自分の股袋を触って下さい，
と言ったので婦人は赤くなって去る。
Ⅳ27（イポリト）アンドレーア・デッリ・アルビッツィは，法王レオ十世の小
姓兼愛人のころ，小間使いルクレツィアに恋して秘密に関係。アンドレーアは
聖職録と二人の子供を得て，クレメンス七世の下でオルヴィエート知事に任命
される。ルクレツィアは夫の任地で，窓から放尿中の豚飼いの息子を見て持物
の大きさに驚き，馬丁に雇う。忘れ物をした夫が，寝室で二人が寝ているのを
見てそっと立ち去るが，後で高熱を出す。妻は夫に見られたのに気付き，後難
を恐れて夫を毒殺。フィギネに宿を借りて馬丁と同棲。ローマの裁判所で自分
の持参金の返還を求める。息子は父を殺したと母を告発。火刑を恐れて母がロ
ーマを去ると，息子はフィギネから母の12個の金庫を全部運び去る。ルクレツ
ィアは盛大な結婚式を催して皆の前で馬丁と交わり，豚飼いの家に移って惨め
な生涯をおくる。
Ⅳ28（アドリアーナ）近年のシエナに，やっとラテン語文法を知っている程度
で，貴族の幼児の家庭教師を務めるサン・カシアーノ出身の男がいた。皆が大
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学者，シエナ一の美男子とおだてると，真に受けて高貴で財産家の奥方に恋し
た。その家の家庭教師の神父が，おだてて品物を巻き上げた代償に，奥方に会
わせる。奥方も先生が馬鹿だと見抜き，ペトラルカの詩の説明を求める。神父
は奥方夫妻と先生をからかう計画を立て，先生に奥方が夕食に招いたと告げる。
先生がめかして出掛けると，途中で四人組が襲いかかり泥まみれにする。神父
はその翌晩，奥方が真夜中に会いたがっていると伝え，昨晩に懲りて武装した
がる先生に甲冑で完全武装させ，奥方の部屋の窓から途中まで引き上げてしば
りつけ，二時間も吊した後に降ろし，奥方の夫や神父も含めた大勢で殴る。神
父は何も気付かぬ先生の甲冑をぬがしてやり，主人夫妻と大笑いした。その後
も先生をからかい続ける。
Ｖ29（コリンツィア）ヴィテルボ知事の秘書で美青年のピサ人は，シエナで知
り合った医師と交際し，美しい妻と知り合う。秘書は夜中に忍びこみ，楽しん
だ後二人とも寝てしまい，女の子が母を探しに来たため，書斎の夫が異変を感
じて寝室のドアを叩く。秘書は窓から逃れ，妻はしらを切る。夫は妻を修道院
に預け秘書を告発。知事が消極的なので，親類や市民を扇動。知事はやむなく
秘書を投獄。秘書は四度に及ぶ拷問にしらを切り通す。知事の手紙で法王が法
王代理を派遣して無罪と判定，医師に損害賠償を払わせる。妻は迎えに来た夫
を罵って修道院に止まり，40日後夫がローマで襲撃されたと聞いて喜ぶ。
Ｖ30（アドリアーナ）ピサに若い盛りで結婚できず母と暮らしている娘がいた。
自宅の若いナポリ人の神父を溜息と目付きで誘う。二人は母の勧めで郊外の宗
教行列に加わるが，神父は裸馬に乗った娘の脚の奥まで触れただけに止まる。
シエナ人の助言を得た神父は娘に迫るが,「お母さん」と叫ばれて中断し，チャ
ンスを逃し，やがて追い出される。
Ｖ31（アウレリア）昨年のシエナで，若い職人が郊外に農園を持ち，小麦の収
穫期の七月には母や妹弟と滞在。若者の母の妹が二人の息子と一人の娘を連れ
て来る。若者は従妹を寝室で誘惑し，近親なので火刑になると脅える娘を巧み
に説得して関係を持つ。娘は近くに別荘を持つ貴族の青年に恋している。貴族
には恋人がいたが，娘は妊娠したと従兄を脅かし，その手引で森の中の従兄の
鳥もちのわなに貴族を招いて誘惑し，関係を結ぶ。
Ｖ32（エミリア）近年のシエナで生地の店を経営する17～８歳の貴族の青年が，
貴族の未亡人に恋するが相手にされない。醜い財産家の貴族と再婚した未亡人
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に再び手紙を送ると，彼女は若者を見直し，女中をやって織物を注文。品物を
持って来た青年は，女中に尼僧院へ値段を聞きに行かせ，その留守に夫人と寝
室で楽しむ。後で若者は自分が夫人の指輪をはめているのに気付いて驚く。四
日後夫人が担保に預けたと言って男に持って来させる。情事の現場に夫が現れ
ると，夫人は今高級品の製作中だから費用を払ってと頼み，逃げる夫を追って
しつこくせがむ。夫人は夫に高価な費用を払わせながら，若者と楽しみ続ける。
Ｖ33（コスタンシオ）近年のフェルラーラで美しい貴族の未亡人が，美男子の
貴族と付き合い，母と妹のいる屋敷に出入りさせる。妹も青年に恋し，求婚し
て断られる。母は妹娘を遠い田舎に連れて行く。妹が詩と模様入りの手紙を男
に送ると，その素晴らしさに男は妹への恋に目覚める。妹は金持ちで放蕩者の
男と結婚して町に戻る。妹の夫は売春宿に入り浸り，家政を一切妻に委ねて放
任する。貴族の青年は，姉と人妻の妹の二人を恋人にして楽しむ。
Ｖ34（フルジダ）近年のアレッツォで，金持ちの美男子が良家の夫人に仕える
娘に恋した。醜い夫人は夫に満足せずあらゆる男と交わる。娘は男に夫人に恋
した振りをして忍びこむよう指示。娘は夫人に男が夜９時（朝の２時ごろ）に
来ると伝え，実際は２時（夕方７時）に門を開けて男と楽しむ。時間が来ても
男が来ないので降りて来た夫人は，娘が男と寝ているのを発見。娘は男が外で
待ちくたびれて凍えたので暖めていたと説明。夫人は凍えた男の世話を娘に任
せ，二人はその夜前後で七回も交わり仲良くなる。
Ｖ35（イポリト）近年のサンジミニアーノで，神父に歌を習っている三人の若
者が，カーニヴァルの木曜日に仮面をつけて夜１時（夕方６時）師匠を訪問。
年少の小柄な男に女装させ外で待たせ，喜劇に連れて行く16歳の娘だと話す。
神父は御馳走するから喜劇の後で連れて来いという。貧しい神父の御馳走に興
味を感じた三人が訪問すると，神父は仮面をつけた女装青年を口説き，ベッド
で男だと発見。冷やかされて御馳走させられる。
第六日は歌ばかりで過ぎて，ノヴェッラは第七日に再開される。Ⅵは欠ける。
Ⅶ36（エミリア）近年の紛争の多いフィレンツェから，教会で唾を吐いて追放
された若者が，シエナの田舎で鳥や魚を取るのに熱中。友人の農園に近いモン
テ・アルチーノの宿の御内儀さんに惚れ，その夫が数日ピエンツァへ行くと知
り，夜中に宿に乗り込み，食事を用意させて御内儀を口説く。御内儀は男に寝
室で待つよう勧め，下男に若者の部屋の外から鍵をかけさせて閉じ込め，翌朝
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男に「チャンスは待ってくれない」と教える。
Ⅶ37（イポリト）クレメンス七世のためにスペイン軍がフィレンツェを包囲。
イタリア人部隊が田園を荒らしていた時，老人を拷問して彼の娘を捕える。隊
長は何もしないと約束したが，女は泣きやまない。旗手と兵士たちが物陰で犯
すと，何もしないで悪い噂を流されるよりもこの方がましだと女は喜ぶ。部隊
の撤退後，女は武装した農民たちに捕まり再び多くの農民に犯されるが，家族
と再会後全く無事だったと夫らに信じさせる。
Ⅶ38（アドリアーナ）冒頭部欠。夫が女中と約束しているのを見た夫人は，女
中から事情を聞き，その夜外出すると見せて，女中に代わって夫のベッドを訪
れ５マイルも進む。翌朝さらに１マイル進み，御馳走を振舞う。女中と親しく
なった夫人は，交代で夫と寝る。夫人がよく外出するのを怪しんだ夫はその跡
をつけて真相を悟る。夫は妻に仮病を使って女中の部屋へ行き，真相を語らせ
る。三人は睨み合うが和解。愛を分け合う。
Ⅶ39（アウレリア）時代は不確かだが，ボローニャで大富豪のユダヤ人の家族
が貧しいキリスト教徒の娘を召使に雇い，二人の独身男が金を払ってその娘で
欲望を充たす。娘は病弱の夫と結婚したばかりのユダヤ人女性と二人きりの時，
ユダヤ人男性が行う割礼のため，ユダヤ人女性が大きな幸福を失っていること
を説く。夫人がキリスト教の女の幸福を知りたいと望むので，キリスト教徒と
寝ることを勧める。その夜以前から女主人に恋していたボローニャの名家の34
歳の金持を誘って女主人の寝室に送り込む。女主人は男と一度寝た後,「私達の
掟は誤っている」と嘆く。女主人は娘に立派な服を与え，また恋人に豪勢な贈
り物を次々と届けさせ交際を繰り返す。恋人は女主人に改宗を勧め，法王使節
が来た機会に洗礼を受けさせる。間もなく病弱の夫が死に，女主人は恋人と結
婚した。
Ⅶ40（コスタンシオ）ロンバルディーア人は粗野で下品で力仕事に向く。シエ
ナの郊外へ貴族の家の壁を作りに来ていたロンバルディーア人シモーネが，食
べ過ぎと飲み過ぎのため病気になる。主人の貴族が治療のためシエナに連れて
来ると，医師が女たちに明日去勢羊の頭で浣腸するように命じる。シモーネは
羊の頭を丸ごと体内に入れられると考えて脅え，羊の頭を煮てもらい二口で食
べてしまう。すると病気はけろりと癒る。
Ⅶ41（コリンツィア）ここ二年以内のこと，シエナ人の青年がフィレンツェを
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訪ねると，税関で着替え用のシャツと帽子を没収される。宿の主人と青年が税
関へ抗議に行くが相手にされない。青年は香料屋で小箱を買い，自分の大便を
丸めて匂いが漏れないよう紙と紐でしっかりと包装して出発。門番を無視して
門を通り，役人らにつかまる。役人らは箱を見付け，真珠と宝石と金鎖が入っ
ていると聞いて没収。青年は隙を見て立ち去る。役人ら全員が机の上に箱の中
身をぶちまけた，机は一面汚れ部屋に悪臭が立ちこめる。
Ⅶ42（フルジダ）近年多くの君主がトスカーナに出入りした。その一人の奥方
は若くて美しい。はたち位の美しい道化師が，朝の食卓で奥方の隣に座り無理
にキスする。君主が道化師に奥方とは手と口とだけで相手することを誓えと言
うと，道化師は「奥方がお望みでなければしない」と誓う。奥方は道化師への
恋に目覚め，侍女が彼を部屋に通した機会に，威し文句で誘う。道化師は奥方
の望みをかなえてやり，機会ある毎に楽しむ。
Ⅷ43（コスタンシオ）近年のシエナで，喧嘩っ早い若者が人を殺してコッレ・
ヴァル・デルサに亡命して美しい女に恋した。人を介して香水などを贈る。夫
は身体が不自由な貧しい製紙業者で夜遅くまで店で働くので，若者は家に侵入
して最初は断る相手と関係を結び二度交わる。翌日の逢い引き中に，雨で仕事
ができなくなった夫が不意に帰る。妻は灯を落とした振りをして若者を階下に
隠す。妻は鶏を入れに行くと言って，愛人と二度楽しむ。若者は女が気に入り，
許されてシエナに戻った後もコッレを訪れて愛し合う。
Ⅷ44（アドリアーナ）近年のシエナに家柄と財産に恵まれた愚かな若者が，売
春宿に出入りして女が気に入る。男がけちなので女は隣の女と共謀して，男が
金貨15，手形70，金メダル15スクード入りの鞄を持って来た時，合図を受けた
隣の女が盗む。女たちが去った部屋に残された男は窓から出て，銀行で鞄がな
いのに気付く。窓から飛んだ時に落としたと思い，女の金庫を調べるがないの
で，男は女たちを訴える。女たちも男が物を盗んだと訴えた。逮捕された女た
ちは隊長と仲良くする。男が修道士の魔術で鞄の行方を知ったと聞き，役人た
ちがあざ笑う。女たちは手形を焼き他の金品を巻き上げた。
Ⅷ45（エミリア）近年のフェルラーラに家柄にも財産にも恵まれた愚かな男が
同じレベルの娘と結婚したが，やがて没落して夫は美しい妻に嫉妬する。若い
商人アレッサンドロが毎日恋文を送るので，妻は思いを適えてやるため，夫に
手紙を見せて返しに行かせる。夫が錆だらけのピストルを持って商人を探しに
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行くと，商人の友人のイアコモと会う。イアコモは夫にそれを書いたのは自分
で，手紙の相手は隣の夫人だと弁解する。それを聞いた夫は納得。イアコモは
友人にそのことを伝えた後，友人よりも一足先に夫人を訪れて自分が夫の疑惑
を消してやったことを告げ，そのお礼をして欲しいと口説いて，二度交わる。
女は弟に金の鎖を渡して，アレッサンドロに会って７スクード貰うように指示
し，その金で質屋から出した金襴の服で弟に口止めした。アレッサンドロはそ
の鎖を持って夫人の家を訪ね，寝室に導かれて三度交わる。夫人は二人の恋人
相手に楽しみ続ける。
Ⅷ46（フルジダ）シエナ近郊で二つの裕福な農園主の家族が親しく付き合い，
青年と少女が婚約。毎晩パーティーを開く。カーニヴァルの夜中過ぎ娘は梯子
で屋根裏の物置に上り，リンゴをエプロン一杯抱えて降りて来て，狭いので青
年のひざに座る。下着がめくれ，裸の尻に青年が下から突き上げる。娘は興奮
してリンゴを次々と渡し，全部落としてしまう。二人がふざけているだけと皆
が思っている間に，青年はことを済ませ先を拭い終る。
Ⅷ47（コリンツィア）近ごろのシエナで，血統，資産ともに優れた老貴族が妻
を捨てて暮らす内に，未亡人に恋してしつこく言い寄る。困った未亡人は貴族
の夫人に相談。夫人は未亡人に，召使を通して愛の証拠に指輪と緞子の織物を
持って来るよう命じさせ，夜の６時（11時ごろ）に夫がやって来ると，未亡人
と入れ代わって夫と交わる。二度目で早くも挫折。夫人は未亡人に謝礼をして，
夫の贈り物を自宅に運ばせる。翌日夫人は夫を呼んで贈り物を見せてからかう。
事情を悟った夫は，未亡人に近付くことを止める。
Ⅷ48（イポリト）一昨日，シエナの郊外にある語り手の農園で，若い農夫が麦
藁の山を作る。竿に藁を巻くのを手伝わせるため，妻を藁の山に連れて行き，
衝動的に妻に挑む。藁が体内に入るので妻は痛がる。二人が山から降りると皆
が笑い，女は恥ずかしくて家に帰る。その後主人は「藁が痛いから，ゆっくり，
ゆっくり」と女を冷かす。
Ⅷ49（アウレリア）近年のオルヴィエートで，町一番の富豪で働き者の男が，
62歳で14歳の娘が好きになる。相手はいやがるが，1000スクード与えると約束
して薬屋の父親を説得，さらに300加えて母親の反対を封じ，娘に真珠や宝石を
贈り，毎日服を替えさせる。婚礼の宴会の後，老人は娘相手に五回悩ます。翌
日夫は妻に金庫や鍵を見せる。一月後妻は親戚の青年に会って仲良くなり，四
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度交わって夫相手とは大違いだと悟り「裏切り者め」と叫び，青年に毎日会い
に来るよう頼む。その夜夫と食事中に青年相手だと大違いだったと語る。夫は
妻が自分の不能に我慢できないと悟り，浮気を許して「こっそりやれ」と命じ
るが，恥ずかしくて目を上げられない。一年足らずで生まれた子供を大事に育
てる。
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A profile of “The Days of the Novels of the
Novices” of Pietro Fortini
Yoshiaki YONEYAMA
This paper tries to make a profile of a collection of novels written in the
middle of the 16th century by a Sienese writer, Pietro Fortini (published in
1988), and to give a digest of each novel.
Chap. I We only know about the author that he was a fairly rich citizen en-
gaged in the production of paper and occupied the post of small-town magis-
trate and died on January 24th 1562.
This work has a very developed frame work that encapsulates all the novels.
In it we find clearly the influence of Decameron. Five ladies and two young
gentlemen meet in a beautiful garden to relate a story to each other for seven
days to forget unpleasant thoughts (of which the author writes nothing). Usu-
ally they entertain each other with songs after their story. Only on Friday they
passed all day only singing songs. And Saturday was a holiday. Therefore it
took nine days to finish the cycle. The words of the songs are almost Petrar-
chan poems, full of the agony of love, in clear contrast to the comical and vital
expressions of sexual activity of the stories.
Chap. II The time span of the events (documentary or fictional) told in the
novels is exceptionally narrow compared to other collections of novels of this
time. All the events happened after 152930, most of them even more re-
cently, in the last few years. This exceptionally narrow time span shows the
shock of the collapse of the Sienese Republic after the defeat to Cosimo I (hap-
pened in 15545). Also, the location of the events is almost entirely restricted
to Central Italy, nearly 60% of them taking place in Siena.
Chap. III As for the characters, commoners take the most important part in
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this collection. They take part in 88% of the novels. But the share of the
nobles cannot be neglected. In 55% of the novels they take part, and some-
times make blunders. In contrast to his sympathetic view of the nobles, the
authors’s view of the priests (who take part in 28% with other members) are
generally critical and hostile except in some rare cases.
Chap. IV Among all the 49 novels, 33 deal with sexual acts (either the situa-
tion or the result) mainly, and among the other 16, in 14 of them sexual acts
happen or are desired eagerly by the characters. The other two novels are
scatological.
